

























































































































































































































































































































































































































































































































韓　国 中　国　　ロシア 日　本　　　　アメリカ EU
全般的状況 流動的 黙認・擁護 偏向的 包括的
主な認識
凱餓・離散
@家族 主に自由権 脱北難民 拉致問題 自由権 人権状況の@改善脱北者・脱北難民
六者会合 人権法































































































































0 一一197代 ・98代　1 1ggo年代 ・・。亜コ
中脱北者の手記、証言に関する図書刊行数 1 10 82　げ耐 72　　　1
噌一脱北者、脱北難民に関する図書刊行数 0 ? i7 59
癖北朝鮮人権に関する図書刊行数 z 2 23 56
→臼脱北者、脱北難民に関する学位論文数 0 3　　1 20 243



















































































呪　　 即　　w　　π　　揃　　胴　　胃　　M　　魑　　一　　腎　　 簡　　 胴　　鼎　　”　　輪　　 騨　　 謄　　 鳳　　験　　騨　　厚　　M　　魑　　”　　閉　　 騨　　謄　　簡
　人　権　軽　視　・無　視
難簿畿難器麗
具体化
拡大
北朝鮮の人権状況
適用
（人億剛野の鱗勉）
制度化
合意
「人権の普遍化」
　図4にあるように，本稿では北朝鮮の「人権問題」を①初期，②過渡期，そして③混迷・停滞
期に分け，既に慢性化した問題と比較的に新しい問題を「人権の普遍化」に関連付けて示した。す
なわち，北朝鮮の「人権問題」とは，①政治，社会，文化，歴史における人権抑圧メカニズムによ
り，人権侵害が行なわれていた実態に加えて，普遍的人権の保障が国際社会において制度化され，
一面においてはその適用がなされていたにもかかわらず，依然として人権が軽視，無視されてさら
に人権状況が悪化した初期段階における問題と，②北朝鮮における食糧危機を機に，漸くその実態
が可視化されたが，人権の普遍性に対する諸批判に便乗する形で「人権」論争を展開し始めた過渡
期における問題，③国際社会において北朝鮮の人権状況が本格的に議論されるようになった一方
で，国際社会の政治的，国家的利害などにより，再び人権が侵された，混迷・停滞期における問題
として捉えることができる。
　このように「人権問題」を如何に定義するかは，今後の戦略設定に与える影響も大きく，その改
善及び解決を左右する問題でもある。換言すれば，本稿で試みた北朝鮮の「人権問題」の再定義は，
普遍的人権に対する国際社会の協力と平和的な取組みこそが北朝鮮の人権状況の改善のみならず，
人権認識の向上と地域的安定に向けた先決問題であることを示唆すると言えるであろう。
go前掲『北韓人権』10頁。
一　148一
